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【要約】 

 この論文は、飲料メーカーなどの茶殻（急須にお茶を入れて、茶を煎じ出した残りかすのこと）の処理につい

て書かれています。茶殻の処理は、処理が間に合わないと腐りやすいため、お茶の茎の処理よりも難しかったそ

うです。茶くずの処理には毎年膨大な額の処理費用が必要とされています。そこで、茶くずについてさまざまな

研究が行われました。 

従来の処理方法は焼却炉での処理でしたが、現在ではさまざまな飲料メーカーが工夫を凝らして、茶殻の処理

方法やリサイクルに励んでいます。皆さんもご存じ伊藤園では、2012 年に茶飲料の加工で 5 万 1000 トンの茶殻

が産出されました。そのうち、65％が堆肥、17％が熱回収、残りは飼料や添加物として処理されました。現在で

は、茶殻を含んだイスや筆記用具など企業が工夫を凝らして、茶殻のリサイクルをしています。 

この論文では、茶殻にはたくさんの栄養分を含んでいることから、茶殻リサイクルシステム「CHAMU」を発

案しました。農園・工場・商店街の連携で、自然の力（自然界に存在する微生物）により、CHAMU 製品を生分

解可能な状態にし、肥料に変えて大地に還すことで、茶殻の処理問題を解決し、廃棄物の利用価値を向上させる

ものです。下の写真のように様々な CHAMU 製品も茶殻で作られました。 

 

Gao et al.（2020） より引用 

【感想】 

茶殻の処理というものをこの論文を読むまで考えたことがなかったので、茶殻が様々な製品にリサイクルされ

ていることに驚いた。家では急須に残ったお茶かすは捨てていたので、茶殻を有効利用している企業の活動に感

動した。茶殻の特徴でもある消臭・抗菌効果を利用しながら、茶殻リサイクルシステムでサステナブルな取り組

みをされているのはとても素敵なことだと思ったので、もっと多くの人にこの活動や茶殻の価値について知

って欲しいと感じました。  

 

伊藤園 茶殻リサイクルシステム より引用 
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